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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新興国経済の減速や英国のEU離脱問題により、円高や株安が

進み、先行き不安が広がる局面もありましたが、雇用・所得環境の改善もあり、緩やかながらも回復傾向が続きま

した。しかしながら、依然として中国をはじめとする新興国経済の減速や円高の進行など懸念材料を抱えており、

先行き不透明な状況が続いております。

この様な情勢の中で、2015年度から2017年度までの新中期経営計画「チャレンジ200」を策定し、当社グループは

どのような環境下にありましても、「危機感」と「決断」と「スピード」を常に念頭におき、変化に対応すること

によって、受注・売上を拡大し、市場競争を勝ち抜くべく、全社を挙げて努力してまいりました。

当第２四半期連結累計期間の業績は、受注高はゲート物件の増加がありましたものの、前期に受注したような大

口物件がなく、また、円高により輸出が減少したこともあり、89億６千３百万円（前年同期比29.3%減）となりまし

た。売上高は大口物件の納入により、99億４千万円（前年同期比18.7%増）となりました。また、損益においては、

経常利益は４億５千３百万円（前年同期比4.7%増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は２億９千万円（前年同

期比17.1%増）となりました。

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

　

搬送機械事業

搬送機械事業では、既存顧客からの大型システムのリピート受注、自動倉庫や製造業の生産・物流分野などに、

ピッキングシステムや新商品を使ったソリューションを提案するとともにサービス・メンテナンスにも注力し、拡

販を図ってまいりました。しかしながら、受注高は前期に成約したような大口物件がなかったこともあり、39億１

百万円（前年同期比31.9%減）、売上高は前期受注の大口物件が上期に納期をむかえたこともあり、56億４千８百万

円（前年同期比75.4%増）となりました。

　

産業機械事業

産業機械事業では、民間需要の掘り起こしやゲート分野を中心とした既存市場におけるシェアアップ、サービ

ス・メンテナンスに注力してまいりました。その結果、ゲート物件の引合いが増加し、受注高は25億４千７百万円

（前年同期比6.7%増）、売上高は16億３千万円（前年同期比7.0%減）となりました。

　

精密機械事業

精密機械事業では、既存顧客の更新需要や海外市場の開拓に注力してまいりましたものの、円高による輸出の減

少もあり、受注高は23億８千６百万円（前年同期比45.4%減）、売上高は25億円（前年同期比21.9%減）となりまし

た。

　

その他の事業

その他の事業では、機械機器部品などが減少し、受注高は１億２千８百万円（前年同期比35.3%減）、売上高は

１億６千１百万円（前年同期比19.1%減）となりました。

（２）財政状態に関する説明

(1)財政状態

（資産）

当第２四半期末の資産合計は、前連結会計年度末より４億８千万円増加し、318億７千７百万円となりました。

その主な要因といたしましては、現金及び預金が６億３千６百万円、受取手形及び売掛金が３億３千１百万円減少

しましたものの、第３四半期の売上の増加に伴い、原材料及び貯蔵品が14億１千５百万円増加したことなどによる

ものであります。

（負債）

負債の部では、前連結会計年度末より２億３千２百万円増加し、134億３百万円となりました。その主な要因と

いたしましては、法人税等の支払により未払法人税等が２億９千３百万円、役員退職慰労引当金が２億１千９百万

円減少しましたものの、仕入の増加により電子記録債務が７億３千８百万円増加したことなどによるものでありま

す。
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（純資産）

純資産の部は、前連結会計年度末より２億４千８百万円増加し、184億７千４百万円となりました。その主な要

因といたしましては、利益剰余金が１億６千８百万円、その他有価証券評価差額金が７千万円増加したことなどに

よるものであります。

　

(2)キャッシュ・フロー

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末に比べ

６億３千６百万円減少し、71億１千７百万円となりました。

各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果、増加した資金は３億１千３百万円（前年同期は29億８千７百万円の増加）となりました。これ

は主に、たな卸資産の増加17億７千１百万円がありましたものの、税金等調整前四半期純利益４億６千２百万円に

加え、仕入債務の増加９億５百万円や前受金の増加６億１千６百万円があったことなどによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果、減少した資金は８億１千３百万円（前年同期は４億６千３百万円の減少）となりました。これ

は主に、有形固定資産の取得による支出８億３千万円があったことなどによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果、減少した資金は１億３千５百万円（前年同期は１億２千万円の減少）となりました。これは主

に、配当金の支払１億２千万円を行ったことなどによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成29年３月期（平成28年４月１日～平成29年３月31日）の連結業績予想については、平成28年５月13日に公

表しておりました予想値を修正いたしました。詳細につきましては、本日（平成28年11月14日）、公表いたしま

した「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。

今後も何らかの変化がある場合には適切に開示してまいります。

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

法人税法の改正に伴い「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応報

告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得する建物附属設

備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

なお、当第２四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表への影響額はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,893,816 7,257,801

受取手形及び売掛金 6,263,667 5,932,134

仕掛品 949,339 1,289,507

原材料及び貯蔵品 2,662,431 4,077,753

繰延税金資産 238,924 167,671

その他 269,965 73,829

貸倒引当金 △2,479 △1,970

流動資産合計 18,275,666 18,796,727

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 3,930,567 3,828,179

土地 5,006,687 5,006,687

その他（純額） 798,084 769,205

有形固定資産合計 9,735,339 9,604,072

無形固定資産 13,797 12,401

投資その他の資産

投資有価証券 2,366,311 2,449,976

その他 1,049,248 1,057,557

貸倒引当金 △43,045 △43,245

投資その他の資産合計 3,372,514 3,464,288

固定資産合計 13,121,651 13,080,763

資産合計 31,397,317 31,877,491
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,360,016 2,218,835

電子記録債務 3,678,918 4,417,356

短期借入金 620,250 620,250

未払法人税等 388,649 94,691

受注損失引当金 37,000 -

その他 2,937,796 2,979,324

流動負債合計 10,022,631 10,330,457

固定負債

長期借入金 336,000 336,000

再評価に係る繰延税金負債 1,477,866 1,477,866

役員退職慰労引当金 236,984 17,492

退職給付に係る負債 1,014,479 1,032,230

その他 83,060 208,999

固定負債合計 3,148,391 3,072,588

負債合計 13,171,022 13,403,046

純資産の部

株主資本

資本金 2,658,400 2,658,400

資本剰余金 2,616,594 2,616,594

利益剰余金 8,614,651 8,783,459

自己株式 △4,365 △4,365

株主資本合計 13,885,280 14,054,088

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 876,708 947,622

土地再評価差額金 3,362,930 3,362,930

退職給付に係る調整累計額 101,375 109,802

その他の包括利益累計額合計 4,341,014 4,420,356

純資産合計 18,226,295 18,474,445

負債純資産合計 31,397,317 31,877,491
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

売上高 8,375,110 9,940,369

売上原価 6,272,823 7,755,462

売上総利益 2,102,287 2,184,907

販売費及び一般管理費 1,697,761 1,761,489

営業利益 404,525 423,417

営業外収益

受取利息 1,267 941

受取配当金 26,134 25,614

その他 10,281 12,645

営業外収益合計 37,683 39,201

営業外費用

支払利息 6,366 5,831

コミットメントフィー 1,580 1,586

その他 1,055 1,602

営業外費用合計 9,002 9,020

経常利益 433,206 453,599

特別利益

投資有価証券売却益 13 10,145

特別利益合計 13 10,145

特別損失

固定資産除却損 0 2

工場移転費用 320 -

ゴルフ会員権評価損 - 1,250

特別損失合計 320 1,252

税金等調整前四半期純利益 432,900 462,492

法人税、住民税及び事業税 148,939 57,188

法人税等調整額 36,328 115,294

法人税等合計 185,268 172,483

四半期純利益 247,631 290,009

親会社株主に帰属する四半期純利益 247,631 290,009
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

四半期純利益 247,631 290,009

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △263,069 70,914

退職給付に係る調整額 29,819 8,427

その他の包括利益合計 △233,250 79,341

四半期包括利益 14,381 369,350

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 14,381 369,350

非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 432,900 462,492

減価償却費 167,605 223,733

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △26,570 △38,214

受注損失引当金の増減額（△は減少） - △37,000

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） - △78,366

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △6,735 31,300

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 10,038 △219,492

貸倒引当金の増減額（△は減少） △254 △309

ゴルフ会員権評価損 - 1,250

受取利息及び受取配当金 △27,401 △26,556

支払利息 6,366 5,831

投資有価証券売却損益（△は益） △13 △10,145

固定資産除却損 0 2

売上債権の増減額（△は増加） 1,947,710 331,371

たな卸資産の増減額（△は増加） △690,884 △1,771,216

仕入債務の増減額（△は減少） 518,866 905,866

未払金の増減額（△は減少） 181 △40

未払消費税等の増減額（△は減少） △74,382 180,481

未払費用の増減額（△は減少） △85,587 △85,380

前受金の増減額（△は減少） 1,108,058 616,792

長期未払金の増減額（△は減少） △506 97,009

その他 △53,537 27,472

小計 3,225,854 616,883

利息及び配当金の受取額 38,135 33,371

利息の支払額 △6,263 △5,831

法人税等の支払額 △270,609 △331,367

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,987,117 313,056

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △442,205 △830,264

投資有価証券の取得による支出 △826 △863

投資有価証券の売却による収入 140 16,651

その他 △20,215 1,107

投資活動によるキャッシュ・フロー △463,107 △813,369

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 △67 -

配当金の支払額 △105,630 △120,967

リース債務の返済による支出 △15,002 △14,734

財務活動によるキャッシュ・フロー △120,700 △135,702

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,403,309 △636,015

現金及び現金同等物の期首残高 6,403,758 7,753,816

現金及び現金同等物の四半期末残高 8,807,067 7,117,801
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

決算短信（宝印刷） 2016年11月11日 09時18分 11ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）




